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＜広島大学スタンダード規準８のレポート作成＞
教育実習指導ＢまたはＣを終えるにあたり，広島大学スタン
ダードの規準８に関して，自己評価をしてみましょう。
規準８は，「教育者に求められる資質や能力（使命感，教育的愛情，対人関係能力など）を備えている」であり，この規準での『目指す教師像』は，「教職への使命感と教育的愛情に基づいて，目的や状況に応じた適切な言動をとることができ，同僚と互いに高め合う姿勢を有している」です。

教師を目指す皆さんは，今，規準８に沿って自分を見つめ直したとき，どのような自己評価をするでしょうか。あなた自身の日頃の「言動」や「姿勢」に基づき，次の２つを行いましょう。
●１．の８項目について５段階で評定してください。５段階の目安は，以下のとおりです。

１：そう思わない，２：少しそう思う，３：ある程度そう思う，４： だいぶそう思う

５：すごくそう思う
●２．について，記述してください。
これまで履修してきた教職課程に関する授業や教育実習指導はもちろんのこと，教養教育および専門教育の授業，部活動，ボランティア活動，アルバイトの経験など，すべてを総合して自分なりの答えを出しましょう。
皆さんは今後，教育実習ⅠまたはⅡに行きます。実習生として教壇に立ち，実際に授業を担当します。そのときに，規準１～７と同じように，規準８についても，教師を目指す自分をしっかりと意識しましょう。
そして，教育実習を終えて帰ってきたとき，もう一度このレポートを作成してもらいます。教育実習の経験を通じて，皆さんがどのように変わったか，さらにこれからの課題は何かを，再び自己評価しながら書いてください。
なお，本レポートの内容は，教育実習指導ＢまたはＣや，教育実習ⅠまたはⅡの成績評価等とは一切関係がありません。規準８「教育者に求められる資質や能力（使命感，教育的愛情，対人関係能力など）を備えている」について，今の自分を，ありのままに振り返り，記入しましょう。
本レポートは，授業の最終回が終わった後，すみやかに記入し，自分の教員免許ポートフォリオの規準８に関する評価材としてアップロードしてください。
　 
